
一
時
評
一

新
た
な
労
働
時
間
法
制

1
改
正
労
働
基
準
法
の
内
容
1

一
、
労
働
基
準
法
改
正
の
背
景

わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
労
働
時
間
の
歴
史
は
、
昭
和
三
五
年
(
事
業
規
模

三
0
人
以
上
の
労
働
者
一
人
平
均
年
問
総
実
労
働
時
間
二
、
四
三
二
時
間
)
を

ピ
ー
ウ
に
し
て
、
昭
和
五
0
年
ま
で
は
か
な
り
大
幅
な
時
間
短
縮
が
進
ん
だ

そ
の
後
一
 
0
年
余
は
足
踏
み
状
態
を
つ
づ
け
、
ニ
、
-
 
0
0
時
問
前
後
を

が
、

推
移
し
て
い
る
。

時
間
短
縮
テ
ン
ポ
が
鈍
化
し
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
第
一
に
、
週
休
二
日

制
、
と
く
に
完
全
週
休
二
日
制
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
年
次

有
給
休
暇
の
消
化
率
が
五
o
t
六
0
%
と
相
対
的
に
低
い
こ
と
、
第
三
に
、
所

定
外
労
働
(
残
業
)
が
減
少
し
な
い
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
の

規
模
、
業
種
ど
と
に
、
あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
格
差
が
み
ら
れ
る

こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
一
日
八
時
問
・
一
週
四
八
時
間
労
働
制
の
下
で
、
労

使
交
渉
に
よ
り
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
法
定
労
働
時
間
を
上
ま
わ
っ
て
い

く
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
よ
う
な
時
間
短
縮
テ
ン
ポ

の
鈍
化
と
、
規
模
・
業
種
間
の
格
差
に
直
面
し
て
、
新
た
な
労
働
時
間
法
制
が

模
索
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
0
 
他
方
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
が

進
展
し
、
技
術
革
新
に
よ
る
産
業
構
造
、
労
働
態
様
さ
ら
に
は
就
業
構
造
が
著

し
く
変
化
し
九
の
に
伴
い
、
労
働
時
間
管
理
の
弾
力
化
の
必
要
性
が
強
く
黒

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
九
。

そ
こ
で
、
四
0
年
ぷ
り
に
労
働
基
準
法
、
と
く
に
労
働
時
問
に
関
す
る
規
定

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
(
昭
和
六
二
年
九
月
二
六
日
法
律
第
九
九
号
、

昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
、
そ
の
内
容
を
一
口
で
示
す
と
、
ω
年
間
総
実
労

働
時
間
を
、
⑥
適
切
な
方
策
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
③
一
定
程
度
、
短
縮

)3(

す
る
も
の
、
と
い
ぇ
る
。

右
の
よ
う
に
、
今
回
の
労
働
基
準
法
の
改
正
は
労
働
時
間
の
短
縮
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ω
労
働
者
の
心
身
両
面
に
わ
た

る
健
康
の
確
保
と
生
活
の
質
的
向
上
(
ゆ
と
り
の
創
造
)
、
②
経
済
社
会
や
企

業
に
お
け
る
活
力
の
増
進
、
③
国
際
的
な
水
準
へ
の
公
正
な
対
応
、
④
中
長
期

安
枝
英

申巷口
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的
に
み
た
雇
用
の
維
持
と
穫
(
ワ
ー
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
)
、
制
余
暇
の
増

加
に
よ
る
内
需
拡
大
、
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
0

ニ
、
新
労
働
時
間
法
制
の
内
容

今
回
の
労
働
基
準
法
改
正
に
と
も
な
う
新
た
な
労
働
時
閻
法
制
の
ポ
イ
ン
ト

は
四
点
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
法
定
労
働
時
間
の
短
縮
(
一
週
四
0
時

問
.
一
日
八
時
問
制
)
、
第
二
に
、
労
働
時
問
の
弾
力
化
、
第
三
に
、
年
次
有
給

休
暇
制
度
の
改
善
(
汁
画
年
休
等
)
、
第
四
に
、
事
詣
外
労
働
と
裁
量
労
働
に

関
す
る
み
な
し
労
働
時
間
制
で
あ
る
。
以
下
、
各
々
の
内
容
を
紹
介
す
る
0

田
週
四
0
時
問
労
働
制

改
正
前
は
、
一
日
八
時
間
・
一
週
四
八
時
間
制
で
あ
っ
九
が
、
改
正
に
よ
り

週
四
0
時
間
・
一
日
八
時
間
制
と
な
っ
た
全
三
条
一
項
、
二
項
)
0
 
こ
れ
は
、

法
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
実
労
働
時
問
の
短
縮
を
促
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
が
、
今
後
、
労
働
時
間
の
規
制
単
位
を
週
に
移
行
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
一
日
八
時
間
と
い
う
規
制
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
週

四
0
時
鼎
が
笑
現
す
れ
ば
、
自
動
的
に
週
休
二
日
制
が
可
能
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
今
後
、
金
融
機
関
の
完
全
週
休
二
日
制
、
官
庁
の
土
曜
閉
庁
が
進
ん
で

い
く
と
と
も
に
、
わ
が
国
全
体
が
週
休
二
日
制
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
な
じ
ん
で

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
教
育
機
関
と
く
に
義
務
教
育
諸
学
校
に
お

け
る
週
休
二
日
制
の
実
現
に
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
週
休
二
日
制
へ
の
陣
害
は

か
な
り
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
し
わ
寄
せ
は
回
避
す
べ
き

で
あ
り
、
夏
季
あ
る
い
は
春
季
休
暇
の
あ
り
方
、
ゼ
メ
ス
タ
ー
制
の
採
用
等
の

工
夫
も
必
要
と
な
る
。

な
お
、
週
四
0
時
間
制
の
実
施
は
、
こ
れ
を
一
律
に
行
な
う
と
一
定
の
規
模

業
種
の
事
業
に
大
き
な
シ
,
ツ
ク
を
与
え
る
た
め
、
段
階
的
に
、
か
つ
猶
予

.期
間
を
設
け
て
行
な
わ
れ
る
。
ま
ず
、
一
週
四
0
時
間
制
へ
の
段
階
的
到
達
に

つ
い
て
は
、
当
面
三
年
間
は
、
一
週
四
六
時
問
か
ら
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
の
シ
ナ
リ
オ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
一
週
四
四
時
冏
を
経
て
四

0
時
間
へ
と
移
行
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
一
週
四
0
時
間
制
へ
の
移
行
時

期
は
、
国
会
に
お
け
る
政
府
答
弁
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
0
年
代
の
早
い
時
期
と

さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
特
定
事
業
(
①
事
業
規
模
を
問
わ
ず
、
鉱
業
、
運
繋
通
業
、
清

掃
業
、
②
三
0
0
人
以
下
の
建
設
業
、
接
客
娯
楽
業
、
③
一
 
0
0
人
以
下
の
製

造
業
、
商
業
、
④
三
0
人
以
下
の
貨
物
取
扱
業
、
映
画
・
演
劇
業
、
保
健
衛
生

業
)
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
は
な
お
一
週
四
八
簡
制
を
適
用
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
わ
が
国
の
労
働
時
問
の
実
態
を
直
視
し
て
、
新
し
い
労
働
時
問

法
制
の
ソ
フ
ト
・
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
目
ざ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
0

⇔
労
時
問
の
弾
力
化

労
働
時
間
の
弾
力
化
と
は
、
一
定
期
間
の
糊
時
問
の
欝
が
一
定
量
の
中

に
収
ま
っ
て
ぃ
れ
ば
、
一
週
当
た
り
あ
る
い
は
一
日
当
九
り
の
規
制
時
問
を
超

え
る
と
き
が
あ
っ
て
も
、
処
罰
も
し
く
は
割
増
賃
金
支
払
の
対
象
と
し
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
業
務
に
繁
閑
の
差
が
あ
る
事
審
は
、
多
忙
の
と
き
に

長
く
働
き
、
閑
な
と
き
は
短
く
働
い
て
器
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
間
の

実
労
働
時
間
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
時
間
の
弾
力
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化
の
目
的
は
、
①
年
間
総
実
労
働
時
問
の
短
縮
に
用
い
る
こ
と
、
②
社
会
.
経

済
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
に
対
応
す
る
こ
と
に
あ
る
0

改
正
前
の
労
働
基
率
法
も
、
す
で
に
四
週
を
単
位
と
す
7
変
形
労
働
時
問
制

を
定
め
て
い
た
(
三
条
二
項
)
か
ら
、
弾
力
化
方
式
を
ま
っ
九
く
知
ら
な
か

つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
弾
力
化
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
化

さ
れ
、
ω
従
来
の
四
週
間
型
変
形
労
働
時
間
制
を
承
継
し
た
原
則
的
(
一
力
月

型
)
変
形
労
働
時
劉
、
②
三
力
月
型
変
形
労
働
時
問
制
、
③
非
定
型
(
一

週
間
型
)
変
形
労
働
時
間
制
、
④
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
実
施
可
能
と
な
っ

第
一
の
原
則
的
変
形
労
働
時
間
制
は
、
一
力
月
以
内
の
労
働
時
間
を
平
均
し

て
週
法
定
労
働
時
問
(
一
般
事
業
は
当
面
週
四
六
時
問
、
特
定
事
業
は
当
面
週

四
八
時
間
)
を
超
え
な
い
定
め
を
し
た
場
合
は
、
特
定
の
週
に
お
い
て
右
の
法

定
労
働
時
間
ま
九
は
特
定
の
日
に
お
い
て
八
時
問
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
会
三
条
の
二
)
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
就

業
規
則
に
ょ
り
各
週
お
よ
び
各
日
の
労
働
時
間
を
具
体
的
に
特
定
し
て
お
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

週
四
六
時
間
制
は
四
週
五
休
制
、
週
四
四
時
問
制
は
四
週
六
休
制
に
相
当
す

る
か
ら
、
こ
の
原
則
的
変
形
労
働
時
間
制
の
採
用
に
よ
り
、
休
日
日
数
を
増
加

さ
せ
る
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
三
力
月
型
変
形
労
働
時
間
制
は
、
労
働
時
間
の
平
均
単
位
を
三
力
月

以
内
と
す
る
も
の
で
あ
る
舎
三
条
の
四
)
。
デ
。
ハ
ー
ト
や
大
学
な
ど
季
節
に
よ

つ
て
業
務
延
繁
閑
の
差
が
あ
る
事
業
に
お
い
て
、
労
働
時
間
を
短
縮
す
る
効
果

的
な
道
具
と
い
ぇ
る
。
し
か
も
、
こ
の
制
度
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
三
0
0

人
を
超
え
る
事
業
に
お
い
て
は
週
の
平
均
労
働
時
問
を
四
0
時
間
、
三
0
0
人

以
下
の
事
業
で
は
当
面
四
四
時
間
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
二
重
の
意

味
で
時
問
短
縮
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に

も
、
あ
ら
か
じ
め
労
使
協
定
に
よ
り
各
週
お
よ
び
各
日
の
労
働
時
閻
を
具
体
的

に
特
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
の
非
定
型
変
形
労
働
時
問
制
は
、
三
0
人
未
満
の
小
売
業
、
旅
館
、
料

理
、
飲
食
店
に
お
い
て
、
週
四
四
時
問
制
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
日
に
つ
い

て
一
 
0
時
間
ま
で
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
舎
三

条
の
五
)
。
顧
客
相
手
の
こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
、
予
約
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の

状
況
植
応
じ
て
一
日
の
労
働
時
間
を
調
節
さ
せ
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
事

業
の
性
格
上
、
弾
力
化
の
二
ー
ズ
は
高
く
、
し
か
も
週
四
四
時
問
と
い
う
短
縮

効
果
も
同
時
に
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

第
四
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
、
労
働
者
自
ら
が
始
業
お
よ
び
終
業
時
刻

を
決
定
し
、
一
力
月
以
内
の
期
問
で
定
め
た
契
翻
働
時
間
(
一
般
事
業
に
お

い
て
は
当
面
週
四
六
時
問
平
均
、
特
定
事
業
に
お
い
て
は
当
面
週
四
八
時
問
平

均
)
を
労
働
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
=
三
条
の
三
)
。
こ
の
制
度
は
、
労

働
者
に
よ
る
労
働
時
問
の
自
己
決
定
と
い
う
特
質
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
自
ら

の
生
活
り
ズ
ム
と
勤
労
・
憙
に
合
わ
せ
て
、
一
日
や
週
の
労
働
時
問
を
フ
レ
キ

シ
プ
ル
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
各
企
業
の
研
究

所
を
中
心
に
普
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
年
次
有
給
休
暇
制
度

年
次
有
給
休
暇
制
度
の
改
正
点
は
、
①
最
低
付
与
日
数
の
引
上
げ
、
②
比
例

付
与
制
度
の
導
入
、
紳
画
年
休
制
度
の
導
入
、
④
年
休
取
得
と
不
利
益
取
扱

の
回
避
で
あ
る
。

た
0
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第
一
に
、
年
休
の
最
低
付
与
日
数
が
現
行
の
六
日
か
ら
一
0
日
に
引
上
げ
ら

れ
た
全
一
九
条
一
項
)
。
た
だ
し
、
三
0
0
人
以
下
の
事
業
で
は
、
六
三
年
か
ら

六
六
年
ま
で
六
労
働
日
、
六
六
年
か
ら
六
九
年
ま
で
八
労
働
日
と
い
う
経
過
措

置
誕
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
。
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
(
労
働
時
間
が
短
い
者
、
労
働
日
数
が
少
な
い

者
)
に
対
す
る
比
例
付
与
制
度
が
お
か
れ
た
。
ま
ず
、
週
の
労
働
時
間
が
三
五

時
問
以
上
の
者
、
週
所
定
労
働
日
数
が
五
日
以
上
の
者
お
よ
び
年
問
所
定
労
働

日
数
が
三
七
日
以
上
の
者
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
者
と
同
一
の
年
休
が

付
与
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
、
週
の
労
働
時
間
が
三
五
時
問
未
満
の
者
で
、
ω
週
所
定
労
働
日
数

が
四
日
以
下
の
者
、
②
年
間
所
定
労
働
日
数
が
三
六
日
以
下
の
者
に
つ
い
て

は
、
通
常
の
労
働
者
の
所
定
労
働
日
数
と
比
例
し
た
日
数
の
年
休
が
与
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
日
数
は
命
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
六
と
え

ぱ
週
四
日
労
働
で
勤
続
年
数
三
年
の
者
に
は
八
日
の
年
休
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

第
三
に
、
計
画
年
休
制
度
が
導
入
さ
れ
九
。
こ
の
制
度
は
、
過
半
数
労
働
組

合
ま
た
は
過
半
数
従
業
貝
代
表
と
の
書
面
協
定
に
よ
り
、
年
休
の
口
数
の
う
ち

五
日
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
協
定
の
定
め
る
日
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
る
会
一
九
条
五
項
)
。

年
休
の
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
継
続
取
得
を
可
能
に
し
、
ま
た
平
均
五
o
t
六

0
%
を
推
移
し
て
い
る
繋
条
壽
め
る
た
め
に
は
、
労
働
者
の
重
す
る
年

休
取
得
時
期
と
、
企
業
穏
上
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
と
を
調
節
し
壽
画
年
休
制

度
の
普
及
と
定
業
不
司
欠
で
あ
り
、
労
使
の
話
し
合
い
に
よ
る
適
切
な
運
用

が
図
か
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

第
四
に
、
従
来
、
年
休
取
得
日
を
欠
勤
日
と
し
て
扱
い
、
精
皆
勤
手
当
の
不

支
給
理
由
と
し
た
り
、
賞
与
や
昇
給
等
の
さ
い
の
マ
イ
ナ
ス
査
定
要
素
と
す
る

例
か
み
ら
れ
た
た
め
、
今
回
、
附
則
に
お
い
て
、
年
休
取
得
を
理
由
に
し
て
、

「
不
利
益
取
扱
を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
た
0

も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
自
体
は
、
罰
則
謬
を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
文
.
幽
形

式
か
ら
み
て
私
法
上
の
聖
権
の
根
拠
規
定
と
は
解
し
え
ず
、
単
な
る
梨
規

定
に
す
ぎ
な
い
。
私
法
上
の
問
題
は
、
不
裂
の
内
容
と
侵
に
よ
り
公
序
良

俗
違
反
の
法
理
に
ょ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
昭
六
三
・
三
基
発

一
号
)
。四

労
働
時
問
の
計

一
定
の
職
種
の
労
働
者
に
つ
ぃ
て
は
、
使
用
者
の
立
場
か
ら
み
て
、
労
働
時

問
の
管
理
が
困
難
な
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
対
し
て
は
、
労
働
時
問
の

訓
算
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者
に
よ
る
自
主
印
告
制
も
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が

国
は
み
な
し
労
働
時
間
制
を
と
っ
て
き
た
。
◇
回
の
改
正
に
よ
り
、
施
行
規
則

に
よ
る
事
業
場
外
労
働
の
従
来
の
み
な
し
規
定
を
法
律
に
移
し
て
協
定
方
式
を

と
り
入
れ
、
ま
た
登
労
働
に
関
す
る
み
な
し
制
を
新
た
に
導
入
し
九
0

ω
事
業
場
外
労
働

出
張
の
場
合
や
、
新
聞
響
や
営
業
マ
ン
の
よ
う
に
、
篇
時
闇
の
全
部
ま

九
は
一
部
に
つ
ぃ
て
事
業
券
系
務
に
爺
し
盲
合
で
、
労
働
簡
を
算

定
し
難
い
と
き
は
、
所
定
労
働
時
間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
舎
一
八
条

の
二
第
一
項
本
文
)
。
右
の
所
定
為
時
間
は
第
一
需
に
は
、
使
用
者
が
定

め
る
時
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
光
し
、
当
咳
業
務
を
遂
,
打
す
る
た
め
に

は
、
通
常
、
右
の
所
定
労
働
時
閻
痘
え
て
労
働
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と

フフ



き
は
、
労
使
協
定
に
よ
っ
て
通
常
必
要
と
さ
れ
る
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
(
同
条
二
項
)
。
こ
の
協
定
方
式
は
、
通
常
ど
れ
だ
け
の
労
働
時
間
が
必
要
か

は
、
当
芝
屶
使
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
労
使
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
解
決
し
て
も
ら
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

右
の
労
使
協
定
が
締
結
さ
れ
な
い
場
合
で
、
当
該
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、

通
常
、
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
き
は
、
当

該
業
務
の
遂
行
に
通
常
必
要
と
さ
れ
る
時
問
労
働
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

(
同
条
一
項
但
書
)
。

②
裁
量
労
働

裁
量
労
働
と
は
、
当
該
業
務
の
性
質
上
、
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
当
該

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
裁
量
に
委
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
業
務
遂
行
の

時
間
配
分
の
決
定
等
に
関
し
、
使
用
者
か
ら
具
体
的
な
指
尓
を
う
け
な
い
労
働

を
い
う
。
た
と
え
ぱ
、
研
究
開
発
の
業
務
、
記
事
の
取
材
・
編
集
の
業
務
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
業
務
放
送
番
組
の
企
画
等
の
業
務
(
プ
ロ
デ
ュ
ー
キ
ー
や
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
)
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
量
労
働
迷
従
事
す
る
労
働
者
の

労
働
時
問
に
つ
い
て
は
、
労
使
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
協
定
で
定

め
る
時
間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
な
る
全
一
八
条
の
二
第
四
項
)
。
こ

れ
は
、
労
働
の
性
質
に
応
じ
て
、
合
理
的
な
時
間
計
算
を
労
使
の
話
し
合
い
に

よ
っ
て
行
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

1
向
志
社
人
物
誌
明
治
十
年
代
1
明
治
四
十
年

黒
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行

A
5
判
三
五
0
ペ
ー
ジ

同
志
社
で
は
明
治
二
十
年
こ
ろ
か
ら
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
学
生
生
徒

な
ど
が
永
眠
す
る
と
、
そ
の
死
亡
記
事
と
と
も
に
、
追
悼
の
こ
と
ば
や
故

人
の
略
歴
な
ど
を
各
学
校
の
機
関
誌
(
た
と
え
ぱ
『
同
志
社
文
学
』
『
同

志
社
女
学
校
期
報
』
『
同
志
社
校
友
会
会
報
』
『
同
志
社
時
報
』
な
ど
に
掲

げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
て
き
九
。

こ
れ
ら
の
畢
の
な
か
に
は
、
新
島
襄
、
山
本
覚
馬
、
片
岡
健
吉
な
ど

社
長
(
総
長
)
も
し
く
は
そ
の
代
理
を
は
じ
め
、
山
崎
為
徳
、
森
田
久
万

人
ら
教
員
、
そ
し
て
学
生
生
徒
に
い
た
る
ま
で
、
有
名
無
名
さ
ま
ざ
ま
の

「
同
志
社
人
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
志
社
関
係
の
物
故

者
人
名
録
と
し
て
の
記
録
的
な
価
値
が
あ
る
と
同
時
に
、
同
志
社
が
い
か

に
「
人
」
を
大
切
に
考
え
て
き
九
か
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

今
春
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
第
一
部
で
、
各
学
校
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
九
鼎
の
機
関
誌
か
ら
、
明
治
四
十
年
ま
で
の
記
事
を
抜
き
出

し
て
収
録
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
男
女
両
校
の
永
眠
者
(
校
友
・
同

窓
を
含
む
)
が
網
羅
さ
れ
、
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
毎
年
一
冊
ず
つ
、
昭
和
期
ま
で
編
集
・
発
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
『
追
悼
集
』
の
取
扱
い
は
、
他
の
社
史
資
料
室
発
行
の
図
書
.
雑

誌
と
同
様
、
同
志
社
収
益
事
業
課
電
話
(
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三

七
t
八
番
)
頒
価
は
一
、
五
0
0
円
で
あ
る
。

追
悼
集

1

大
学
法
学
部
教
授
専
攻
労
働
法

労
働
基
準
法
研
究
会
委
員



一
時
評
一

円
局
と
中
小
企
業

一
、
ド
ル
安
・
円
高
の
背
景

日
本
経
済
は
一
九
八
七
年
か
ら
本
格
的
な
景
気
の
回
復
過
程
に
入
り
、
ハ
ハ

年
に
入
っ
た
現
在
も
な
お
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
急
速
な
円

高
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
焼
く
べ
き
企
業
側
の
弾
力
的
な
対
応
に
よ
っ
て
打
撃

を
吸
収
し
、
内
需
の
拡
大
策
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

咋
年
十
月
十
九
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
株
式
の
大
暴
落
は
、
翌
日
、
東
京

株
式
市
場
へ
も
大
き
く
影
響
を
及
ぽ
し
た
。
ウ
ォ
ー
ル
街
で
の
暴
落
は
、
一
九

一
九
年
の
十
月
二
十
八
日
の
三
・
ハ
%
を
上
回
る
一
三
・
六
%
も
の
大
幅
な

下
げ
で
あ
っ
た
の
で
、
一
部
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
経
済
学
者
は
大
恐
慌
の
再
来

を
唱
え
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
の
与
件
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
限
り
、

そ
の
よ
う
な
大
恐
慌
は
来
そ
う
に
な
い
。

も
と
も
と
、
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
の
西
独
の
マ
ル
ク
高
促
進
"
ド
ル
安
鴛

の
発
言
と
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
緊
張
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
株
価
が
天
井

を
打
っ
て
投
資
家
の
「
い
つ
か
は
値
下
が
り
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不

安
心
理
が
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
自
動
的
に

売
買
を
執
h
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ょ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
売
買
が
、
暴
落
を
促
進

さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
米
国
の
金
利
先
高
感
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
、
財
政
・
貿
易
赤

字
と
い
っ
た
経
済
基
調
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
金
利
に
敏
感
な
機
関
投
資
家
の
動

き
が
も
っ
と
も
多
く
影
粋
を
与
え
九
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
0
 
し
か

し
、
一
九
三
0
年
前
後
の
当
時
と
今
日
の
経
済
的
な
背
景
に
は
、
次
に
述
べ
る

よ
う
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
一
に
、
経
済
体
制
に
お
い
て
、
当
時
は
金
本
位
制
で
あ
っ
た
が
、

大
恐
慌
後
は
管
理
通
貨
制
と
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
八
月
以
降
は
「
ド
ル
本
位

制
」
と
も
い
え
る
外
国
の
保
有
し
て
い
る
ド
ル
と
金
と
の
公
的
な
交
換
が
禁
止

さ
れ
て
ぃ
る
制
度
が
採
ら
れ
て
お
り
、
現
在
新
た
な
国
際
通
貨
制
度
の
創
設
が

模
索
さ
れ
つ
っ
あ
る
。
第
二
に
、
外
国
為
替
制
度
を
み
る
と
、
大
恐
慌
当
時

は
、
そ
れ
ま
で
の
自
由
為
替
制
度
か
ら
恐
慌
を
き
っ
か
け
に
固
定
相
場
を
中
心

と
し
た
管
理
制
度
へ
と
移
行
し
、
管
理
の
強
化
の
方
向
を
た
ど
っ
た
0
 
し
か

し
、
現
在
は
ド
ル
と
円
や
マ
ル
ク
、
ポ
ン
ド
な
ど
外
国
為
替
の
交
換
は
七
三
年

太

進
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以
降
の
変
動
相
場
制
、
七
九
年
以
降
の
E
C
共
同
フ
ロ
ー
ト
制
へ
と
移
行
し
て

お
り
、
中
央
銀
行
の
介
入
を
鬻
る
「
管
理
」
フ
ロ
ー
ト
制
が
敷
か
れ
て
ぃ

る
0
 
そ
れ
だ
け
公
定
歩
合
や
為
替
レ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
弾
力
的
な
景
気
の
総
合

的
な
運
用
策
が
各
国
間
で
展
開
さ
れ
る
体
制
が
樹
立
さ
れ
て
ぃ
る
。
ま
た
、
当

時
は
極
端
な
デ
フ
レ
政
策
が
採
ら
れ
九
が
、
現
在
の
米
国
で
は
金
融
緩
和
策
が

採
ら
れ
て
い
る
0
 
第
三
に
、
大
恐
慌
当
時
は
、
世
界
経
済
が
そ
れ
ま
で
の
英
国

の
主
導
か
ら
、
米
国
の
経
済
力
の
拡
大
に
ょ
る
米
国
の
主
導
下
へ
と
移
行
し
、

也
方
で
ソ
連
が
社
会
主
義
建
設
を
軌
道
に
乗
せ
つ
っ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
し

か
し
現
在
は
、
自
由
主
義
圏
で
米
国
が
な
お
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
米
国
の
力
量
が
相
対
的
に
低
下
し
、
日
本
、
西
独
が
経
済
力
を
拡
張
し
、

米
日
独
、
さ
ら
に
は
英
仏
加
伊
を
加
え
た
六
t
七
力
国
の
共
同
運
営
体
制
が
採

ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
米
国
で
は
財
政
赤
字
と
経
常
収
支
の
赤
字
と
い
う
「
双
子
の
赤
字
」

が
あ
り
、
し
か
も
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
連
邦
政
府
と
個
人
に
ょ
る
借

金
に
依
存
し
た
需
要
の
創
造
と
経
済
成
長
が
輸
入
の
拡
大
を
も
九
ら
し
、
貿
易

収
支
の
赤
字
の
拡
大
、
外
国
か
ら
の
債
務
の
増
加
、
経
常
収
支
の
赤
字
の
拡
大

と
い
っ
た
悪
循
環
を
招
い
て
い
る
。
こ
の
惡
循
環
を
断
ち
切
る
一
っ
の
手
だ
て

が
ド
ル
安
、
す
な
わ
ち
日
本
か
ら
言
う
と
円
高
で
あ
っ
九
。
米
国
か
ら
の
輸
出

の
拡
大
に
ょ
る
経
常
収
支
の
赤
字
の
縮
小
、
財
政
赤
字
対
策
は
、
今
後
の
米
国

経
済
の
景
気
後
退
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
高
度
成
長
は
期

寺
で
き
な
く
な
る
0
 
し
か
し
、
そ
の
分
を
日
本
と
西
独
の
内
需
の
拡
大
策
に
よ

つ
て
、
世
界
経
済
の
成
長
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
ら
れ
よ
う
と
し
て
ぃ
る
の
で
あ

る
0

ニ
、
円
高
下
で
の
企
業
業
の
回
復
理
由

円
高
の
水
準
は
八
七
年
度
に
入
っ
て
前
年
度
の
年
系
均
の
エ
ハ
0
円
を
上

回
り
、
一
三
9
四
0
円
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
咋
年
十
二
月
発
表
の
十
月

の
米
貿
易
収
支
の
一
七
六
億
ド
ル
と
い
う
過
去
最
惡
の
記
録
か
ら
ド
ル
は
急
落

佃
5
2
f
年5

9

3
5

'
 
6
 
8

2
(

'
2
 
0

)
年貌

卯
凶

'
4
月
6
4
2
年

〕
幻

(
円
ド
ル
)

〕
那ゞ一

乃

円レートの推移
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140

160

180

200

220

240

260

280

300

320

340

360

陳京市場銀行問レート、
月中平均レート)

253.20

(乃年7月9日)

175.50

(78年10月31日) 198.70
'(81年明6日)

__士2.25%'307.00

セントラルレート(75年12月5日)
(308円ノドル)

・一士1.0易固定相場制
(360円ノドル)

,

120.45(88年1月4日)
▼

152.80

(86年8月4日)

,

、___^、___]、^^、ーー^、ーー^L-ー^゛、ーーーJ、ーーー.J、ーーー^

1971 乃乃刀 79 81 83 85

,

163.90

(86年11月
25日)

'
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し
、
ご
一
0
円
台
に
突
人
し
た
。
本
年
一
河
初
め
に
は
一
時
三
る
円
す
れ
す

れ
ま
で
の
円
局
と
な
っ
六
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
は
、
口
米
欧
当
局
の
恊
閖
介
入

の
水
準
が
や
や
ド
ル
持
ち
適
し
の
水
準
で
設
定
さ
れ
た
ら
し
い
と
の
報
道
や
、

十
四
日
の
日
米
首
脳
会
李
の
S
D
R
を
活
用
す
る
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
介
入
資
金
の
製
の
多
様
待
、
十
五
日
に
発
表
さ
れ
た
十
一
月
の
米
貿

易
収
支
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
月
十
六
日
裂
は
一
三
0

円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
b
建
な
円

高
の
二
年
目
に
入
っ
て
、
円
高
に
よ
る
打
撃
は
、
前
年
皮
よ
り
も
む
し
ろ
好
湘

器
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
二
年
目
に
入
っ
て
企
業
で
は
円
高
の
対
応
に
慣
れ
て
き
六
と
い

う
、
「
学
習
効
果
」
が
発
揮
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
と
い
う
こ
と
が
'
え
よ
う
0
 
ま
九
、

金
幾
和
や
、
地
仙
一
腿
に
よ
る
需
の
増
大
も
寄
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
図
を
み
れ
ぱ
判
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
過
去
何
回
か
の
円
高
を
す
で
に

多
く
の
企
業
で
は
叢
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
二
月
か
ら
の

ド
ル
一
 
0
%
切
下
げ
嘉
く
円
叢
相
擶
へ
の
移
行
後
、
こ
と
に
七
七
年
か

ら
七
八
年
に
か
け
て
の
二
L
0
円
台
か
ら
一
七
0
円
台
へ
の
登
な
円
哥
力

ー
ブ
は
、
今
回
の
力
ー
ブ
と
非
常
に
似
て
い
る
。
ほ
ぽ
十
年
前
で
あ
る
0
 
し
か

し
初
め
て
の
鼎
は
翁
相
税
に
移
行
し
た
七
三
年
当
時
で
あ
っ
た
0
 
こ
の

年
は
ま
九
、
塑
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
ォ
癌
験
し
た
年
で
も
あ
り
、
非
常
に
変

動
の
激
し
い
年
で
あ
っ
六
。

あ
る
。
轟
、
こ
の
蛋
で
は
円
高
と
釜
国
の
追
い
上
げ
か
ら
、
年
々
輸
出

比
張
減
退
し
て
き
て
ぃ
た
。
そ
の
た
め
、
輸
出
縫
製
品
の
素
材
転
換
や
高
級

化
と
、
内
縮
授
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
可
能
に
さ
せ
た
の
が
、
内
的
に

は
、
縫
製
業
者
に
よ
る
特
殊
ミ
シ
ン
な
ど
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
品

質
の
安
定
で
あ
り
、
外
的
に
は
、
登
し
つ
っ
あ
っ
六
流
通
革
命
で
あ
る
0
 
当

輸
出
縫
製
捫
Ⅲ
を
取
り
扱
っ
て
ぃ
た
繊
絲
商
社
は
、
輸
出
主
体
と
い
う
片
貿

時
、

易
の
是
止
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
輪
入
や
内
縮
の
開
拓
、
多
角
化
と
い
う
路
燮
L

敷
き
つ
っ
あ
っ
た
し
、
他
方
で
小
売
筋
で
も
量
販
店
の
勢
力
が
h
撮
に
伸
び
て

き
て
い
た
。
こ
の
流
通
ル
ー
ト
に
乘
る
こ
と
で
輸
出
縫
製
品
業
者
は
内
需
転
換

を
逐
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

巾
小
企
業
の
基
本
的
な
対
応
は
、
◇
日
で
も
同
挙
あ
る
0
 
八
六
年
に
は
、

輸
墨
籍
の
中
小
企
業
や
企
業
城
下
町
の
雨
け
企
誰
、
曾
額
の
大
幅

減
や
生
産
類
、
受
注
額
の
減
少
の
髭
が
み
ら
れ
た
し
、
内
璽
霊
で
も
ア

ジ
ア
N
1
C
S
か
ら
の
使
品
の
増
大
驫
合
の
激
化
が
み
ら
れ
た
0
 
ま
た
、

器
業
や
休
条
増
加
し
九
。
し
か
し
八
荏
に
は
、
コ
ス
ト
削
減
や
、
生
産

性
の
則
上
、
品
哥
笈
定
、
さ
ら
に
新
製
品
の
開
.
ナ
、
内
碕
甥
K
成
功
し
た

企
審
は
、
企
業
収
益
を
持
ち
西
し
て
き
て
い
る
。

今
回
の
円
哥
影
坐
は
、
産
業
制
、
業
種
闇
、
企
業
問
の
格
差
が
い
っ
そ

う
拡
大
し
て
き
九
の
が
特
徴
で
あ
る
。
造
船
や
需
、
鉄
釧
、
化
学
な
ど
の
構

造
不
況
型
の
座
雫
は
、
も
っ
と
も
大
き
く
打
撃
を
受
け
て
い
る
0
 
と
こ
ろ

が
、
将
薇
や
半
導
休
、
時
計
な
ど
で
は
円
高
を
す
で
に
克
服
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
中
小
企
業
で
も
、
器
、
窯
釜
石
、
食
鬻
な
ど
の
曾
捗
産
業

や
、
錨
、
匙
気
機
械
、
一
般
機
械
、
輸
常
機
械
な
ど
の
下
一
諄
企
業
で
は

影
糾
が
大
き
い
。
し
か
し
、
輸
人
原
材
料
の
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
製

三
、
円
高
の
影
響
と
対
応
の
実
態

こ
の
初
め
て
の
円
局
で
あ
る
十
五
年
前
に
、
私
は
香
川
、
愛
媛
な
ど
の
四
川

倫
出
蜑
吊
・
孤
で
そ
影
楞
突
輩
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
調
査
し
た
こ
と
が
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材
・
木
製
品
、
木
工
家
具
や
、
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
蛋
品
な
ど
で
は
あ
ま
り

影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
ま
九
個
別
企
業
で
も
、
か
な
り
早
く
か
ら
円
高
対
処

を
進
め
て
き
た
企
業
は
順
調
で
あ
る
。
こ
れ
ら
企
業
は
、
産
業
や
業
種
に
か
か

わ
ら
ず
、
生
産
性
や
品
質
が
高
く
、
技
術
水
準
も
高
く
て
新
製
品
の
開
発
を
行

つ
て
い
る
よ
う
な
中
小
企
業
で
あ
り
、
競
争
力
が
非
常
に
強
く
、
他
企
業
が
追

随
し
に
く
い
領
域
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

輸
出
の
典
型
的
な
産
業
で
あ
っ
た
自
動
車
や
電
機
産
業
の
巨
大
企
業
で
は
、

円
高
に
対
応
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
、
輸
出
比
率
の
削
減
、
海
外
生
産
比
率
の
引

き
上
げ
、
内
需
の
開
拓
、
輸
入
製
品
・
部
品
の
拡
大
な
ど
を
基
本
的
に
遂
行

し
、
付
随
し
て
、
輪
出
市
場
で
の
価
格
引
き
上
げ
、
国
際
水
平
分
業
・
世
界
複

数
本
社
体
制
を
構
築
し
つ
つ
ぁ
る
。
す
で
に
製
品
の
逆
輸
入
を
行
い
、
国
際
的

な
部
品
セ
ン
タ
ー
や
、
欧
米
企
業
と
の
資
材
の
共
同
調
達
の
体
制
が
作
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
親
企
業
の
円
高
対
策
の
一
環
で
、
下
請
け
企
業
に
対
し
て

も
コ
ス
ト
削
減
、
生
産
性
向
上
、
品
質
・
精
度
の
向
上
、
納
期
の
厳
守
を
要
請

し
、
一
部
の
企
業
に
対
し
て
企
業
進
出
を
要
請
し
て
い
る
。

以
上
の
動
向
は
、
筆
者
が
訪
問
し
た
企
業
事
例
で
も
確
認
で
き
九
。

在
外
研
究
で
滞
在
し
て
い
九
英
国
で
、
八
七
年
七
月
中
旬
に
訪
問
し
九
英
国

松
下
と
英
国
日
立
の
両
社
で
は
、
円
高
に
よ
っ
て
、
世
界
的
視
野
か
ら
欧
州
地

域
内
で
の
製
品
別
生
産
の
集
約
化
と
、
日
本
か
ら
価
格
競
争
力
の
低
下
し
た
製

品
の
移
転
を
行
い
つ
っ
あ
っ
た
。
両
社
と
も
、
電
子
レ
ン
ジ
用
の
生
産
ラ
イ
ン

や
新
工
場
を
建
設
中
で
あ
っ
た
。

電
機
産
業
の
調
査
に
来
ら
れ
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
先
生
と
共
に
、
昨
年
十
一

月
初
旬
に
松
下
電
器
と
一
次
下
請
け
を
訪
問
し
た
。
本
社
事
業
部
で
は
、
ビ
デ

オ
の
材
料
変
更
や
、
群
の
変
更
を
行
っ
て
い
た
し
、
一
次
下
請
け
で
も
新
製

品
の
プ
リ
ン
ト
基
板
組
立
の
受
注
や
、
コ
ス
ト
削
減
の
要
請
が
き
て
い
九
。

ま
九
、
繊
維
産
業
の
調
査
に
来
日
さ
れ
た
M
1
T
大
学
の
先
生
と
共
に
昨
年

八
月
下
旬
に
訪
問
し
矣
阪
の
あ
る
紳
士
服
メ
ー
カ
ー
で
は
、
香
港
の
合
弁
会

社
か
ら
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ス
ー
ツ
な
ど
の
中
級
品
の
輪
入
を
拡
大

し
つ
つ
ぁ
っ
た
。

一
昨
年
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
九
国
際
中
小
企
業
会
議
が
、
昨
年
十
月
下
旬

に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
際
に
ト
ヨ
タ
の
高
岡
工
場
と
二
次
下
請
け
を
見
学
す

る
機
会
が
あ
っ
九
0
 
三
年
前
に
ゼ
ミ
の
学
生
と
共
に
同
工
場
を
見
学
し
た
時
に

は
、
エ
ン
ジ
ン
や
一
次
下
請
け
か
ら
の
シ
ー
ト
は
、
完
成
品
が
持
ち
込
ま
れ
て

い
九
0
 
と
こ
ろ
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
付
属
品
の
一
部
と
シ
ー
ト
は
そ
の
場
で
組
み

立
て
ら
れ
て
い
た
0
 
コ
ス
ト
削
減
の
思
い
切
っ
た
手
が
打
た
れ
て
ぃ
た
の
で
あ

る
0
 
二
次
下
請
け
で
も
コ
ス
ト
削
減
に
応
え
る
た
め
に
、
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
に

対
応
し
九
プ
リ
ン
ト
基
板
の
自
動
組
立
機
を
導
入
し
て
い
九
。

最
後
に
今
後
の
円
高
の
動
向
で
あ
る
が
、
今
後
は
レ
ー
ト
の
変
動
は
あ
っ
て

も
、
ド
ル
安
1
円
高
と
い
う
基
本
的
な
路
線
は
こ
こ
一
?
二
年
で
は
変
わ
り
そ

う
に
な
い
0
 
こ
れ
は
、
米
国
で
は
本
年
十
一
月
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
、
抜
本

的
な
経
済
政
策
の
転
換
が
望
め
な
い
し
、
双
子
の
赤
字
も
す
ぐ
に
は
解
消
さ
れ

そ
う
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。

中
小
企
業
は
今
後
と
も
円
高
へ
の
対
応
を
い
っ
そ
う
迫
ら
れ
、
企
業
淘
汰
と

格
差
の
拡
大
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
大
学
商
学
部
助
教
授
)
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